
国体委員会 

２０１４年度活動報告 

 

１）活動概要 

① 長野県クライミング大会兼国体選手選考会の開催 

② 第 35 回北信越国体山岳競技会の選手派遣 

③ 国体選手の選出、派遣 

④ 国体選手・国体候補選手参加の強化合宿のサポート 

⑤ 長野県体育協会との連携 

⑥ 北信越連絡協議会等への参加 

 

２）活動内容 

① 各種大会・諸会議 

月 日 事 業 内 容 会 場 

4 ６ H26 競技委員総会（浮須） 東京都 

5 17 北信越五県代表者会（西田） 石川県金沢市 

6 15 長野県クライミング大会兼国体代表選手選考会 富山県南砺市 

7 

９ 競技力向上専門委員会 長野市 

26～27 第 35 回北信越国民体育大会 石川県金沢市 

8 2～4 JOC ジュニアオリンピックカップ 富山県南砺市 

9 
17 

 

第 69 回国民体育大会監督会議 

 

長野市 

 24 北信越国体会場について 大町市 

10 16～19 第 69 回国民体育大会 長崎県大村市 

11 14 県体協ヒアリング 長野市 

12 

6 長崎国体優勝祝賀会 松本市 

8 理事長・競技力向上専門委員合同会議 長野市 

22～23 第５回全国高校生クライミング選手権大会 埼玉県加須市 

 

 



 

② 主な大会リザルト 

 

【リードジャパンカップ】 6/6～9 東久留米市長崎県大村市・特設山岳競技場  

37 位 笠原 大輔  40 位 小林 大祐 

 

【2014 長野県クライミング大会兼国体予選会】富山県南砺市桜が池クライミングセンター 

Category MⅠ 1位 中嶋   徹   2 位 笠原 大輔  3位 中嶋 渉 

4位 橋本 今史   5 位 小林 大祐  6 位 西脇 匠一 

7位 丹羽 優希   8 位 伊東 和輝  9 位 岡本 昂大（9選手参加） 

Category MⅡ 1位 尾崎麟太郎    2 位 松尾 隆久  3位 戸谷 諭美 

4位 早石 利枝   5 位 坪井 浩美  6 位 岡本 怜大 

7位 野田 瑞月     8 位 上原久美子   9 位 角田 創 （14選手参加） 

 

国体長野県代表選手 

種  別 監  督 選  手 

成年男子 中嶋 岳志 笠原 大輔 中嶋  徹 

成年女子 小沼 拓也 早石 利枝 戸谷 諭美 

少年男子 今滝 郁夫 西脇 匠一 伊東 和輝 

少年女子    

※少年女子はエントリーできず 

 

【第 35回北信越国体】金沢市・医王山スポーツセンター 

リード 成女 少男 少女 ボルダー 成女 少男 少女 総合 成女 少男 少女 

1 位 新潟 長野 富山 1位 新潟 新潟 富山 1位 新潟 新潟 

長野 

富山 

2位 石川 新潟 新潟 2位 石川 長野 新潟 2位 石川 新潟 

3位 長野 石川  3 位 長野 石川  3 位 長野 石川  

4 位 富山 福井  4 位 富山 福井  4 位 富山 福井  

5 位  富山  5 位  富山  5 位  富山  

※ 空欄は NO ENTRY 県 

 

 

 

 



【第 16回 JOC ジュニアオリンピック大会】（8/2～3 富山県南砺市桜が池クライミングセンター） 

   30 位 岡本昂大 

 

【第 69回国民体育大会】 長崎県大村市 

種  別 監  督 選  手 

成年男子 中嶋 岳志 笠原 大輔 中嶋  徹 

少年男子 今滝 郁夫 西脇 匠一 伊東 和輝 

 

成男 ボルダリング  優勝  リード 優勝 

少男 ボルダリング  16 位 リード 18 位 

天皇杯第７位 

 

【第５回全国高等学校選抜クライミング選手権大会】（12/22～23 埼玉県加須市民体育館） 

リード男子 56 位 岡本 昂大 (大町高校）     99 位 矢口 岳樹（大町高校）104 選手参加 

リード女子 75 位 米永 祥子 (上田西高校）   84 選手参加 

リード男子学校別 21 位 大町高校（岡本・矢口）31チーム参加 

 

③ 強化合宿 

 

～ スポーツクライミング委員会資料参照 ～ 

 

④ 国体審判員資格更新手続き 

国体審判員の資格について、3月にこれまで資格をとった 14人分をまとめて更新手続きをしました。 

審判員資格取得者は以下の通りです。 

小林 健二  森山 議雄  浅井 和英  中嶋 岳志  高橋 政男  御子柴和久 

小沼 拓也  榛葉 伸男  浮須 由実  今滝 郁夫  大西 浩   志川 豊 

河竹 康之  宮坂 公久  以上 14名 

 

３）総 括 

① 予算の問題を抱えつつ、昨年に引き続いてのハイレベルな長野県クライミング大会兼国体選手

選考会が開催された。 

② 長野クライミングチームとして、意欲的な練成が展開された。その結果、国体では上記のよう 

な輝かしい成績を残した。一方、女子並びに若手クライマーの育成が急務である。そのためにも 

今年開催されたジュニアクライミング大会の継続した開催を望む。 

 


